
会　　期 ： 令和7年（2025） 1月11日（土）～ 3月3日（月）
会　　場 ： 大阪歴史博物館 6階 特別展示室
主　　催 ： 大阪歴史博物館・（一財）大阪市文化財協会
展示担当 ： 杉本厚典･豆谷浩之･松本百合子
　　　　　塚田　義 ･白川貴子

特別企画展「発掘！大名たちの蔵屋敷－「天下
の台所」に集う米・物・人－」展示リーフレット

関連行事の詳細は当館ホームページ
(https://www.osakamushis.jp/)にて
お知らせします。

開館時間：

休 館 日：
観 覧 料：

午前９時30分～午後５時
※ただし入館は閉館30分前まで
火曜日・年末年始（12月28日～1月4日）
常設展示観覧料でご覧になれます。
大　人 600円(540円)
高校生・大学生 400円(360円)
※（ ）内は20名以上の団体料金
※中学生以下、大阪市内在住の65歳以上の
方（要証明証提示）、障がい者手帳などを
お持ちの方（介護者1名を含む）は無料。

〒540-0008 大阪市中央区大手前4-1-32
電話 06-6946-5728  FAX 06-6946-2662
h t t p s : / / www . o s a k amu s h i s . j p /

◆「蔵屋敷を掘る」講演会（その１）
日　　時 ： 令和7年１月25日（土）午後1時30分～4時30分（受付：午後1時～）
内　　容 ： 「蔵屋敷の基礎知識」
　　　　　    豆谷 浩之（大阪歴史博物館　学芸員）
                   「ゴミ穴から探る蔵屋敷のくらし－住人の変遷（松江・今治・津山藩）から」
　　　　　    大庭 重信（一般財団法人 大阪市文化財協会　学芸員）

◆「蔵屋敷を掘る」講演会（その2）
日　　時 ： 令和7年2月15日（土）午後1時30分～4時30分（受付：午後1時～）
内　　容 ： 「蔵屋敷の蔵と産物―高松藩蔵屋敷の場合」
　　　　　    松本 百合子（大阪歴史博物館　学芸員）
                   「海の大名－高松藩蔵屋敷跡の発掘調査から」
　　　　　    南 秀雄（一般財団法人 大阪市文化財協会　学芸員）

◆考古学散歩「蔵屋敷を歩く」
日　　時 ： 令和7年1月18日（土）、2月1日（土）
　　　　   いずれも午前10時～12時30分（受付：午前9時30分～）
案　　内 ： 豆谷 浩之・杉本 厚典（大阪歴史博物館　学芸員）　　
　
◆スライドトーク「発掘！大名たちの蔵屋敷展、ここが見どころ！」
日　　時 ： 令和7年1月11日（土）、2月11日（火・祝）、2月22日（土）
　　　　   いずれも午後1時30分～2時15分（受付：午後1時～）
案　　内 ： 杉本 厚典（大阪歴史博物館　学芸員）

[ 表面写真 ]　1. 鳥取藩蔵屋敷から出土した墨書土器　江戸時代前期～中期初頭 (17 世紀後半～18 世紀初頭)　
中之島蔵屋敷跡、2. 泡盛の瓶　江戸時代中期～後期 (18世紀後半～19世紀前半)　中之島蔵屋敷跡、3. ままごと
道具　江戸時代中期～後期 (18世紀後半～19世紀前半)　久留米藩蔵屋敷跡、4. 高松藩蔵屋敷の蔵の礎石　江戸
時代中期 (18世紀)　中之島蔵屋敷跡、5. 鍋島　江戸時代中期 (17世紀末～18世紀前葉)　佐賀藩蔵屋敷跡
※[表面写真 ] 1・2・3・5は大阪市教育委員会蔵、遺跡はいずれも大阪市北区。
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1: 土浦、2: 永井左門、3: 神戸、4: 船越駿河守、5: 下館、6: 和歌山、7: 彦根、8: 盛岡、9: 吉田、10: 岸和田、11: 黒羽、12: 高槻、13: 津、14: 忍、15: 惣社、16: 名古屋、17: 高崎、18: 能勢、19: 田安右衛門督慶頼、
20: 沼田、21: 府中、22: 尼崎、23: 佐伯、24: 弘前、25: 佐賀、26: 小城、27: 松山、28: 忍、29: 時枝、30: 岡田、31: 新田、32: 小田原、33: 足守、34: 大村、35: 桑名、36: 久留米、37: 三日月、38: 名古屋、39: 庭瀬、
40: 丸岡、41: 長岡、42: 上田主水、43: 秋田、44: 久留米、45: 延岡、46: 中津、47: 富山、48: 人吉、49: 臼杵、50: 壬生、51: 成羽、52: 仙台、53: 浜田、54: 福井、55: 唐津、56: 水戸、57: 島原、58: 金沢、59: 松山、
60: 山形、61: 府中、62: 岡、63: 府内、64: 岡山、65: 平戸、66: 大洲、67: 宇和島、68: 秋月、69: 福岡、70: 鳥取、71: 日出、72: 森、73: 今治、74: 広島、75: 大垣、76: 久留米、77: 明石、78: 岩国、79: 姫路、80:
柳川、81: 高松、82: 高松、83: 徳島、84: 丸亀、85: 熊本、86: 鹿島、87: 杵築、88: 津山、89: 龍野、90: 安志、91: 小倉、92: 西條、93: 松江、94: 蓮池、95: 福山、96: 萩、97: 新谷、98: 久留米、99: 出石、100: 徳
山、101: 鹿児島、102: 林田、103: 鹿児島、104: 小松、105: 松平久之丞、106: 三田、107: 有栖川宮、108: 飫肥、109: 富岡、110: 佐土原、111: 名古屋、112: 高鍋、113: 津和野、114: 五島、115: 磐城平、116: 洲
本、117: 森甚五兵衛、118: 松前、119: 徳山、120: 鹿児島、121: 高知、122: 高知、123: 洲本、124: 清水、田安、一橋家、125: 萩
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1: 船越駿河守、2: 下館、3: 和歌山、4: 高崎、5: 沼田、6: 府中、7: 尼崎、8: 佐伯、9: 弘前、10: 佐賀、11: 小城、12: 松山、13: 忍、14: 時枝、15: 岡田、16: 新田、17: 小田原、18: 足守、19: 大村、20: 桑名、21:
久留米、22: 三日月、23: 名古屋、24: 庭瀬、25: 丸岡、26: 長岡、27: 上田主水、28: 秋田、29: 久留米、30: 延岡、31: 中津、32: 富山、33: 人吉、34: 臼杵、35: 成羽、36: 仙台、37: 浜田、38: 福井、39: 唐津、40: 水戸、
41: 島原、42: 金沢、43: 松山、44: 山形、45: 府中、46: 岡、47: 府内、48: 岡山、49: 平戸、50: 大洲、51: 宇和島、52: 秋月、53: 福岡、54: 鳥取、55: 日出、56: 森、57: 今治、58: 広島、59: 大垣、60: 久留米、61: 明石、
62: 岩国、63: 姫路、64: 柳川、65: 高松、66: 高松、67: 徳島、68: 丸亀、69: 熊本、70: 鹿島、71: 杵築、72: 津山、73: 龍野、74: 安志、75: 小倉、76: 西條、77: 壬生、78: 彦根、79: 盛岡、80: 吉田、81: 松江、
82: 蓮池、83: 福山、84: 萩、85: 新谷、86: 久留米、87: 出石、88: 徳山、89: 鹿児島、90: 林田、91: 鹿児島、92: 小松、93: 松平久之丞、94: 三田、95: 有栖川宮、96: 飫肥、97: 富岡、98: 佐土原、99: 名古屋、100: 高鍋、
101: 津和野、102: 五島、103: 磐城平、104: 森甚五兵衛、105: 洲本
※「蔵屋敷表」（大阪市参事会 1912『大阪市史 附圖 目次及説明』）より地図の範囲の蔵屋敷のみ抽出。大名以外のものも含む。太字は本展覧会で取りあげた蔵屋敷。

蔵屋敷の分布(天保14年)

大阪市参事会1912『大阪市史 附圖』より
0　　　　　　　　　　　　500m
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１. 先史時代
　山之内遺跡では打製石器とその材料が出土しました。サヌカイト製の

ナイフ形石器（後期旧石器時代）、有茎尖頭器（縄文時代草創期）、石鏃

（縄文時代前～中期頃）は狩猟の道具です。気候や自然環境によって棲

息する動物は変化し、狩猟の道具もそれに適した形に変わっていきま

す。先史時代の狩猟具の変遷を一つの調査地で追うことができる興味

深い調査成果です。
　大道 1丁目所在遺跡は四天王寺の南にあり、室町時代（15

世紀）の井戸やごみ穴等が見つかりました。鞴の羽口や鉄滓が

出土しており、金属製品の生産が行われていたようです。

　津守廃寺は白鳳期 (7 世紀後半～ 8 世紀初頭 ) の創建とい

われる寺院です。今回の調査では中世寺院に関するとみられる

溝が見つかりました。溝からは多くの瓦が出土し、それらの中

には中世にはまだ珍しかった鯱瓦も含まれていました。

　野田城跡伝承地は淀川河口の低湿地にあります。16 ～ 17

世紀前葉にはたびたび戦乱の舞台となりました。今回の調査

では 15 世紀に湿地の上に盛土して農地開発が始まり、やがて

農業だけでなく漁業も営まれたことがわかりました。中世集落

の生業が多様であったことを示す良い事例です。

耳

鰓

鱗

胸鰭

下顎

２. 古代から中世へ

３. 中世の暮らしと祈り
　鎌倉時代から室町・戦国時代にかけて紛争が多発した大坂ですが、

考古資料からは農地の拡大、手工業生産や流通の発達、仏教の浸透な

どがうかがえます。

　浪速東遺跡では鎌倉時代に農地開発が始まりました。排水路を掘り、

海の名残の潟湖を干拓していたようです。この水路から20枚の杮経（表

紙写真）が出土しました。功徳を積むために、杮と呼ばれる薄板に阿弥

陀経を写経したもので、当時、写経会が流行していたことがわかります。

　四天王寺旧境内遺跡では寺院の東側が調査され、多くの井戸や土取

り穴が見つかりました。四天王寺では西門付近が門前町として栄えたこ

とが知られますが、寺院東側にも居住地が広がり、四天王寺の周囲に人

口の密集する都市的な景観が生まれていた可能性が示されました。

掘立柱建物と流路　11世紀後葉～ 12 世紀前半
西中島 7丁目所在遺跡 B地点（淀川区）

杮経の出土した水路　13～ 15 世紀
浪速東遺跡（浪速区）

埋納された土師器皿　15世紀前
半　四天王寺旧境内遺跡（天王寺区）

中世の井戸、ごみ穴 ( 断面）　15世紀　大道１丁目所在
遺跡（天王寺区）

中国産白磁合子蓋　13世紀前葉
　四天王寺旧境内遺跡（天王寺区）

鯱瓦　15世紀
津守廃寺
（住吉区）

シジミの
貝殻を棄
てた穴

　近世の大坂では、大坂城を取り囲むように武家屋敷が置かれました。中央区北浜

東の調査では、大坂城に三の丸を増設するための盛土が見つかりました（大坂町中

屋敷替え）。盛土の上下では豊臣前期（16 世紀後葉）と豊臣後期（1615 年の大坂ノ

陣で焼失）の礎石建物がそれぞれ見つかりました。

　また、中央区本町橋の調査では、江戸時代初め（17 世紀前半）の茶道具が見つか

りました。同時代の絵図からは付近に大坂代官や紀州藩、小堀遠州家に関わる屋敷

があったと知られ、出土資料はまさに当時の武士たちの間で流行した「きれいさび」

と呼ばれるシンプルで上品な茶の湯の器でした。

　大坂城周辺に広がる城下町には町屋が建ち並び、様々な職業の

町人が住んでいました。住友銅吹所の南西、島之内 1丁目では、17

世紀後葉の硯加工に伴う石くず、銅を溶かした坩堝、鍛冶に使う鞴

の送風管に取付ける羽口が見つかり、近くにこれらの職人が住んで

いたことがわかりました。

　大坂の南東にあって環濠を巡らせた平野郷町 ( 平野環濠都市遺

跡 ) は、江戸時代中頃までは水運を利用した物流拠点で、19 世紀中

頃の人口は七千人余りでした。北側の環濠近くの旧「市町」では、19

世紀の町屋のごみ穴から陶磁器などが出土しました。

　豊臣前期の
礎石建物
16世紀後葉

大坂城跡（中央区）

武家屋敷の茶道具　17世紀前半　大坂城跡（中央区）

　難波宮跡の調査では、飛鳥時代、前期難波宮（7世紀中葉）の天皇の

住まいである内裏中心部に、梁間３間で四面に庇を持った大型で格

式の高い建物があることがわかりました。配置などから内裏正殿の東

脇殿と考えられます。

前期難波宮内裏中心部
の大型建物　7世紀中葉
難波宮跡（中央区）

ナイフ形石器 (1・2)・有茎尖頭器 (3)・石鏃
(4 ～ 6)・剥片（7～ 12）　山之内遺跡（住吉区）

　JR 新大阪駅のすぐ南西、西中島 7 丁目所在遺跡 B 地点では古代から中世にかけての建物や井戸等の跡が見つか

りました。平安時代後期（11 世紀後葉～ 12 世紀前半）の建物は、三～四面に庇を持つとみられる格式の高い建物でし

た。調査地は中世の宮原荘や宮原南荘の推定地付近にあり、荘園の成り立ちや暮らしを知る大きな手がかりです。

4. 近世の都市とその周辺
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佐賀藩（鍋島家）蔵屋敷は現在の大阪高等・地方・簡易裁判
所の場所にありました。敷地は約4,200坪に及び最大規模の
蔵屋敷のひとつです。絵図には堂島川に面した船入が描かれ、
中心に御殿、南側に水色で彩色された米蔵が並んでおり、米
の入札と米切手発行を行う会所も示されています。船入の石
垣は平成2年（1990）に発見され、大阪における蔵屋敷発掘
調査のさきがけとなりました。

佐賀藩大坂蔵屋敷絵図　
元禄5年 (1692)　
日本生命保険相互会社蔵【大阪市指定文化財】

主な展示資料

「鍋島」は、江戸時代に佐賀藩の藩主である鍋島家によって作成され
た特別な磁器です。将軍家への献上を主な目的とし、利益を度外視し
て作られた最高水準の磁器でした。一般市場には出回らず、発掘調査
で見つかることは稀ですが、佐賀藩蔵屋敷跡の発掘調査では総数354
点もの鍋島が出土しました。特に盛期の作品は、原料となる陶石、成形・
焼成に至るまでこだわり抜かれています。出土品の多くは、蔵屋敷が
大火の被害を受けた際に捨てられたものであり、表面の細かな傷痕か
ら実用されていた可能性が高いと考えられています。

鍋島　
江戸時代中期頃 (17世紀末～18世紀前葉)　佐賀藩蔵屋敷跡 (北区)　
大阪市教育委員会蔵

角筆は墨を使わず筆圧だけで文字を書く筆記具です。高松
藩蔵屋敷跡から見つかった角筆は牛馬骨製で全長15.3cm
（写真前）、15.9cm（写真奥）のものであり、毛筆を精巧に模
しています。角筆で記した文字は紙を光に透かさないと見え
ないため、秘密の記録に使われました。一例として、明治2
年に高松城内で起こった抗争の際、旧高松藩士が角筆のみ
で記した獄中記が残されています。

角筆　
江戸時代後期 (19世紀中葉 )　中之島蔵屋敷跡 (北区)　大阪市教育委員会蔵

諸大名は領地から運んだ年貢米を大坂の蔵屋敷に持ち込み、入札によっ
て米を取引しました。落札した商人に渡された証券が米切手であり、切
手に記された藩の蔵屋敷で米と交換することができました。この米切手
が米市場で盛んに売買されました。

米切手　
文化10年 (1813)　大阪歴史博物館蔵

泡盛の瓶　
江戸時代中・後期 (18世紀後半～19世紀前半)　中之島蔵屋敷跡 (北区)　
大阪市教育委員会蔵

あわ もり

かくひつ

焼締陶器の瓶は、琉球の壺屋焼と呼ばれる焼物で、泡盛と呼ばれるお酒
の容器として使われました。江戸時代、島津氏を通して、泡盛は献上品
として主に江戸へ運ばれ、大坂へは御礼参りとして大坂城代と大坂船奉
行へ１～２壺が献上されていました。出土品は鳥取藩蔵屋敷跡や高松藩
蔵屋敷跡などから見つかったもので、薩摩藩からの贈り物であったかもし
れません。はるばる琉球から運ばれてきたお酒として、または腹の病や
刀傷に効く薬として泡盛は珍重されていたようです。

化学陶磁器
　明治時代前半 (19世紀後葉)　中之島蔵屋敷跡 (北区)

　大阪市教育委員会蔵

江戸時代に蔵屋敷が集中した中之島は、水運による物資運搬に適
していました。このため明治時代前半になると、中之島には様々な
工場が建てられました。津山藩蔵屋敷のあった敷地では、強酸性
の硫酸を保存した硫酸瓶をはじめ、薬品容器や実験に使う化学陶
磁器が見つかりました。これらは造幣局などで生産した硫酸を原料
としてソーダ製品や晒粉、肥料などを製造する化学工場で使われ
たとみられ、大阪の近代産業の幕開けを示す貴重な資料です。

つぼ や やき

佐賀藩の米切手　　　　　久留米藩の米切手

りゅうさんび

さらしこ

第一章　天下の台所と蔵屋敷

鍋島　江戸時代中期（17世紀末～18世紀前葉）　佐賀藩蔵
屋敷跡 (北区)　大阪市教育委員会蔵

角筆は墨を使わず筆圧だけで文字を書く筆記具。記した文字は
陰影をつけないと見えないため、下書きや書き込みに使われた。

高松藩蔵屋敷出土の角筆
江戸時代後期（19世紀中葉）
中之島蔵屋敷跡（北区）
大阪市教育委員会蔵

泡盛の瓶　
江戸時代中期～後期（18世紀後半
～19世紀前半）　中之島蔵屋敷跡
（北区）　大阪市教育委員会蔵

かく ひつ

細長く硬く焼きしまった瓶は琉球の
壺屋焼で、琉球産蒸留酒・泡盛の容
器に用いられた。江戸時代、泡盛は
島津家によって献上品として江戸に
運ばれ、大坂でも大坂城代と大坂船
奉行に１～２壺が献上されていた。

化学陶磁器　明治時代前半（19世紀後葉）
中之島蔵屋敷跡（北区）　大阪市教育委員会蔵

肥前蔵（佐賀藩）の米切手

りゅうさんびん

さらしこ

第二章　発掘！大名たちの大坂蔵屋敷

第三章　お米をお金に・・・

第四章　蔵屋敷での暮らしと交流

第五章　蔵屋敷の終焉

　各藩から運ばれてきた年貢米は、安治川口で川船に積
み替えられ、各蔵屋敷に運ばれた。広島藩蔵屋敷では産
地を記した木の荷札が見つかっており、藩内の米や小麦・
粟が運び込まれたことがうかがえる。
　また蔵屋敷は、佐賀・鳥取・広島・久留米・高松・熊本

の各藩のように、船入・蔵・御殿を備えたものや、矢島藩・
鹿島藩のように敷地いっぱいに蔵のみを建てたものなど、
さまざまなかたちがあることがわかってきた。

広島藩蔵屋敷で見つかった土人形　江戸時代中期～後期（18世紀
～19世紀中葉）　広島藩蔵屋敷跡（北区）　大阪市教育委員会蔵

「鍋島」は佐賀藩主鍋島家が将軍家への献上を主な目的とし
て製作した最高水準の磁器。

高松藩蔵屋敷で見つかった船入と雁木　江戸時代中期～
後期（18世紀～19世紀中葉）　中之島蔵屋敷跡（北区）

米切手
文化10年（1813）
大阪歴史博物館蔵

つぼ  や  やき

矢島藩・鹿島藩蔵屋敷で見つかった蔵跡　江戸時代後期
（18世紀末～19世紀中葉）　中之島蔵屋敷跡（北区）

　蔵屋敷の発掘ではさまざまな日用品や道具などが出土する。
簪や笄といった髪留め、京土産の小町紅（口紅）、子供たちのお
もちゃなどがあり、蔵屋敷の役人たちが屋敷の中で家族ととも
に暮らし、仕事と生活を両立させていたようすが目に浮かぶ。
　また、高級磁器の「鍋島」や、小倉藩の三官飴の壺、琉球の
泡盛の瓶などが出土することもあり、名産品の贈答があったこと
がうかがえる。

　江戸時代、多くの藩が年貢米や特産品を売りさばくた
め、中之島・堂島など水辺に蔵屋敷を構えた。この地は
江戸時代前期に河村瑞賢の治水工事によって急速に整備

瑞賢による堂島川・曽根崎川工事前の中之島の様子を示した図。本五分一町に松平安芸守（広
島藩）、常安町に細川越中守（熊本藩）の名があり、各敷地には表間口の間数が記載される。

大坂中之島図
延宝6年（1678）頃　大阪歴史博物館蔵

が進んだ。整備直後は畠がひろがり陶器を焼く窯が営ま
れるような都市化の進んでいない場所であったが、舟運
の良さから大名たちが蔵屋敷を設けるようになった。

（部分）
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　幕末の動乱を乗り切ったものの、明治4年（1871）の廃藩置県
で蔵屋敷はその役割を終えた。その後、建物が引き続き倉庫と
して用いられたり、広い敷地を活かして工場や学校、病院など
へと生まれ変わった。津山藩蔵屋敷跡地では、硫酸瓶や薬品容
器、実験に使う化学陶磁器が見つかっており、硫酸を原料とし
て晒粉、肥料などを製造する化学工場があったとみられる。また、
久留米藩蔵屋敷の跡地には大阪府師範学校、高松藩蔵屋敷の
跡地には大阪工業学校造船部が開設された。
　米・物の集まる天下の台所から、知識・技術の集積地へー。
大阪の水辺にはいつの時代も、進取の気風が映し出される。

　蔵屋敷に保管された蔵米は「蔵元」と呼ばれる商人によっ
て入札にかけられた。米を落札した商人は藩の会計管理
をする「掛屋」と呼ばれる両替商に代銀を支払い、「米切手」
を受け取った。藩にとってこの代銀こそが大きな収入であ
り、さまざまな出費に用立てられた。また蔵元や掛屋は藩
主から扶持米が与えられ、仕事を行うと藩から一定の手数
料が支払われた。
　一方、米切手は米市場で取引された。高値で売れるこ
ともあれば、その逆もあったが、米切手を発行元の蔵屋
敷へ持っていくとそこに記された俵の数の米を受け取るこ
とができた。

筑後蔵（久留米藩）の米切手

かんざし こうがい

あわ もり

さん かん あめ

こ    まち  べに

もと     ご    ぶ   いち

かわむらずいけん

ふないり

くら もと

かけ  や

ふ   ち  まい

がん  ぎ

こめ きっ　て

あ　じ　かわ

おもて ま ぐち


